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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 4

□２.環境 □６.景観

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（12.6％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（62％）　□2.同程度　□3.増加（　％） 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 省力化工法研究会
会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

共和ハーモテック㈱

1)何について何をする技術なのか？
・本技術は、網目の細かい金網を本体に採用することで、中詰材に単粒度砕石やクラッ
シャーラン（シート別途必要）を使用できるかご製品である。
・本体構造は、前面の「かご部」と背面の「胴込部」から構成されており、かご部に
「単粒度砕石」を、胴込部に「クラッシャーラン」を使用できる。
・中詰材に単粒度砕石やクラッシャーランを使用することで、中詰め作業が簡素化さ
れ、施工性の向上が期待できる。
・胴込部の控え幅を現場条件に合わせて変更することができ、高い直高に適用可能な技
術である。本技術は、かご部と胴込部が一体化した構造である。
2)従来はどのような技術で対応していたのか？
・大型かご枠工
3)公共工事のどこに適用できるのか？
・間詰工、土留工、ドレーン工、道路擁壁工

東京都板橋区成増三丁目26番26号

事業推進部　東京支店 03-3979-4008

山岡 伸好

共和ハーモテック株式会社

登録No.

1

2019年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

問合せ先

共和ハーモテック株式会社 大阪府大阪市淀川区三国本町1丁目5番25号

商品開発部
06-6392-1951

小柿 裕治

06-6395-7538

03-5904-7007

103kyowa@k-harmotech.co.jp

s-kaitaku@k-harmotech.co.jp

中詰材に小粒石やクラッシャーランを使用する事が可能
な控え式かご工

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

九州地方整備局 令和1年9月17日

番号：

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 「控え式砕石かご擁壁」グラベルボックス
収受受付年月日 令和2年6月11日

1

1-1-4.共通工／擁壁工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

QS-190025-A 事前

活用の効果

大型かご枠工

1722



「控え式砕石かご擁壁」グラベルボックス 登録No. 1722

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

・自社歩掛資料(補足資料2)

・平成30年3月国土交通省「土木工事施工管理基準及び規格値(案)」かご枠工

A-2

1.設置箇所の掘削・整形作業
床掘りの仕上がり面は、基礎地盤を乱さないよう、所定の深さまで掘削し、基面整形を行
う。
2.最下段本体設置・組立て及び中詰工程
(1)最下段の製品本体を割付図に従い設置する。
(2)本体の組立を行い、据え付けする。
(3)中詰材保持シートをかご部の背面網(内側)に取り付ける。
(4)バックホウ等の建設機械によりできるだけ低い位置から中詰材・胴込材を投入する。
(5)胴込材を所定の高さ(かご天端)まで充填後、平坦になるように仕上げる。
(6)かご部に上蓋を取り付ける。
3.中段及び最上段本体設置・組立て及び中詰工程
(1)2.(1),(2)と同様の施工を行う。(最下段本体→中下段本体として)
(2)上段と下段とをコイル連結する。
(3)2.(3)～(6)を繰り返し行う。
(4)3.(1)～(3)を繰り返し、所定の高さまで積層する。
4.完成

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

資材単価・歩掛は、見積とする。(補足資料1・補足資料2)

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（ ）
（　カタログ ）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・直高が低く、断面幅が小さい場合、直工費が割高になりやすい。
・大型かご枠工と比較して、単位体積重量が軽いため、断面幅が大きくなりやすい。

（長　所）
・胴込部の控え幅を現場条件に合わせて変更する事が可能で、高い直高に適応可能である。
・透水性の高い擁壁が構築出来る。
・大型かご枠工と比較して、単位体積重量が軽い為、地耐力が低い現場にも適用できる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（ ）



登録No. 1722

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号 特願2018-232203

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・補足資料8.工程比較資料(国土交通省土木工事積算基準)

①今後の課題：小粒径中詰材(単粒度砕石)の適用範囲の拡大
②今後の開発計画：現場の要望に応じて、本体の仕様や規格の改良を検討する。

・補足資料3．試験施工結果報告書参照、補足資料6.実績資料

・補足資料4．耐久性検討書参照、補足資料5.線材試験結果報告書、補足資料6.実績資料、補足資
料7.製品検査結果報告書

・中詰め材の投入は、1.0m以下の高さから投入する。
・バックホウによる中詰め材投入後、砕石の不陸整形を行う。
・胴込材は1段(50㎝)あたり2層で敷き均し、締固めを行う。
・受注生産とし、納入までに3～4週間程度必要となる。

（適用できる条件）
・現場条件：①建設機械としてバックホウを使用するため、作業スペースとして

旋回半径3.0m～8.0m程度が必要。②資材搬入路として、幅3.0m程度が必要。
・適用可能な範囲：①直高8.0m以下。②1：0.3～1：1.0の積勾配

③湧水があり、排水処理が必要な箇所。
④栗石等の大きい粒径の中詰材が入手困難な地域。
⑤背面土圧が高い箇所で有効となる。
(③～⑤は特に効果の高い適用範囲)

・現場ごとに安定計算を行い、安全性を確認すること。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 「控え式砕石かご擁壁」グラベルボックス

A-3

（適用できない条件）
①特別な腐食環境下。②強い酸性を示す土壌(pH5.0以下)。③黒色有機物混り土や泥炭層等の腐
食土で構成される土壌。④流水の考慮が必要な範囲 ⑤輪荷重の影響直下にかご部が入る場合。
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登録No. 1722

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
宮﨑県小林市役所 2020年4月 令和元年度一般単独災害復旧事業

環境広場管理用道路災害復旧工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 「控え式砕石かご擁壁」グラベルボックス

工　事　名 CORINS登録No.



登録No. 1722

砕石投入

組立完了 全景

組立中 完成

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 「控え式砕石かご擁壁」グラベルボックス

A-5


